
行楽期はレジャーや帰省のため車を長時間運

転する人も多 く 、車両も渋滞し交通事故も増えま

す。また、車の排出ガスに含まれるＣＯ 2などが大

気汚染の原因の一つにな っ ています 。運転者一

人ひ と りが経済的で環境にや さ しいエ コ ド ラ イ ブ

を心がけましょう 。

穏やかにアクセルを踏んで発進

しましょう。

や さ しい発進を

心がけるだけで、

１０％程度燃費が

改善します。

走行中は一定の速度で走ることを心

がけましょう。車間距離が短くなると、無

駄な加速・減速の機会が多くなります。

出かける前に、道路交通情報や

カーナビなどを活用して、行き先や

ルートの渋滞状況をあらかじめ確認

しましょう。

日々の燃費を把握することで、エ

コドライブ効果が実感で

きます。

また、タイヤの空気圧

が適正値より不足すると

燃費が悪化します。
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高速道路は、ルールとマナーを守ることによって、快適なドライブが待ってい

ます。時間に余裕がないといらいらが募り思わぬ交通事故に発展します。安

全運転のポイントを守り、交通事故を起こさない、交通事故に遭わない高速ド

ライブを楽しみましょう。

安全速度を守る！

速度超過による事故

は重大事故に直結し

ます。自分勝手な運転

はせずに安全運転で目

的地へ向かいましょう。

積み荷の落下に注意！

落下物は落とした人の責任です。しっ

かり固定し 、積み過ぎは

しない ・ させないようにし

て 出 発 、 休 憩 時 に は 必

ず点検をしましょう 。

渋滞時はハザードランプを点灯！

渋滞 を発見 し 、 低速走行や停止 をす

る場合は 、ハザー ド ラ ンプ を点灯 し 、後

続車に合図 し ま し ょ う 。 ま た 、 車間距離

は 常 に 意 識 的 に 長

め に 保 つ こ と が 大

切です。

駐停車は決められた場所で！

高速道路の路肩、サービスエリアの加

速・減速車線は駐停車禁止です。追突の

危険もあるためサービス

エリアやパーキングエ

リア内で休憩しましょ

う。

出かける前に点検を！

高速道路 での 故障は事故に直 結 し

て い ま す 。 タ イ ヤ の 溝

の深 さ 、 空 気圧の チ ェ

ッ ク 、 冷 却 水 や エ ン ジ

ン オイル 、燃料の残量

の確認をしましょう。

ストップ・居眠り運転！

高速道路の運転など動作が少ない

環境では、運転中に眠 くなった経験が

８０％、眠気によるヒヤリハットの経験

が ５ ０％もあります 。

「 も う 少 し 」 と 無 理 を

せず早めに Ｓ Ａ ・ Ｐ Ａ

で 休 憩 を 取 り ま し ょ

う。

安全な場所に避難する絶対に歩き回らない

後続車に合図する 避難 し て か ら 通報 す る


